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【動機】

指示薬デンプンがBR反応の振動の継続に関与していることはあまり知られていない。本校の先輩
方はデンプンの直鎖螺旋構造が振動に関与することを明らかにしたが、その役割の解明には至ら
なかった。そこで、PVAを用いたBR反応の振動発現を通して、BR反応における指示薬デンプン
の本当の役割を明らかにすることを目的に研究を行った。

【方法】

まず様々な鹸化度を持つPVAにヨウ素液を加えて吸収スペクトルを測定し、PVAの構造的特徴と
ヨウ素呈色とを関連づけて検討した。なお、PVAにホウ酸を加えた場合のヨウ素呈色についても
同様に検討した。続いて各PVA水溶液をBR反応に加えてBR反応の振動を測定し、BR反応におけ
るデンプンの本当の役割を考察した。

【結果】

鹸化度の低いPVAは赤色のヨウ素呈色を示したが、鹸化度の高いPVAはヨウ素呈色を示さなかっ
た。そして、PVAにホウ酸を加えていくと、どんな鹸化度のPVAであっても最終的には青色を呈
することがわかった。また、デンプンの代わりに鹸化度の低いPVAをBR反応に添加すると振動が
継続されるが、鹸化度の高いPVAを添加しても振動が継続されないこともわかった。

【まとめ】

鹸化度の低いPVAは螺旋構造を形成して赤色のヨウ素呈色を示すが、鹸化度の高いPVAは螺旋構
造を形成しないことがわかった。また、デンプンの代わりに鹸化度の低いPVAをBR反応に加えて
振動を誘起させることに成功した。これは世界初の事例であり、この結果から、BR反応における
デンプンの本当の役割が単なる指示薬ではなく、実は螺旋骨格保有物質として振動の誘起に重要
な役割を担っていることを明らかにした。

【展望】

振動反応は生命現象と関連のある反応であることから、その振動発現が”螺旋構造”の有無に左右さ



れる場合があることを発見した意義は大きい。今後、PVAの螺旋構造とpH変化との関係などにつ
いて研究を進めたら、PVAを薬学や医学に応用させる可能性が広がるかもしれない。
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